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１
．
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
七
年
九
月
に
イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ゥ
ア

に
て
、
国
際
教
育
・
職
業
指
導
協
会

（International A
ssociation for 

E
ducational and V

ocational G
uidance

）

の
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
国
際
大
会

は
、
世
界
か
ら
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
関
わ
る
実
践

家
や
研
究
者
な
ど
の
専
門
家
が
参
加
の
下
で
三

日
間
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
国
際
大
会
に
先
立
ち
、
国
際
教
育
・
職

業
指
導
協
会
、
職
業
心
理
学
会(S

ociety of 
V
ocational P

sychology)

、
全
米
キ
ャ
リ
ア

開
発
協
会(N

ational 
C
areer D

evelopm
net 

A
ssociation)

の
協
賛
で
、

大
会
の
前
日
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

　

松
本
純
平
統
括
研
究
員
、

深
町
珠
由
研
究
員
と
私
は
、

研
究
成
果
の
発
表
と
キ
ャ

リ
ア
研
究
の
動
向
に
関
す

る
新
し
い
情
報
の
収
集
の

た
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
大
会
に
参
加
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
私
が
聴
講

し
た
講
演
や
研
究
発
表
を

も
と
に
、
特
に
キ
ャ
リ
ア

研
究
の
理
論
的
展
開
に
焦

点
を
合
わ
せ
、
そ
の
概
略

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

２ 

．
国
際
教
育
・
職
業
指
導
協
会―

職
業
心
理
学
会―

全
米
キ
ャ
リ
ア

開
発
協
会
協
賛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、「
職
業
心
理
学

と
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
践
：
国
際
的
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（V

ocational P
sychology 

and C
areer G

uidance P
ractice : A

n 
international partnership

）」
で
あ
っ
た
。

ま
ず
基
調
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
八
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
各
分
科
会
で
一
〇
人
前
後
の

研
究
発
表
が
あ
っ
た
。
参
加
者
は
基
本
的
に
一

つ
の
分
科
会
に
出
席
し
、
議
論
を
通
し
て
、
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
。

（
１
）
基
調
講
演

　

基
調
講
演
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ヴ
ィ
ア
ネ
ン

（A
nnelies E

.M
. van V

ianen

）
教
授
（
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
）
に
よ
る
職
業
選
択
の
意

思
決
定
モ
デ
ル
に
関
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

の
話
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
現

代
人
は
職
業
選
択
を
す
る
上
で
選
択
肢
が
あ
ま

り
に
も
多
過
ぎ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
あ
る

意
思
決
定
を
し
て
も
、
他
に
も
選
択
肢
が
あ
る

と
考
え
て
し
ま
い
、
自
分
自
身
の
意
思
決
定
に

あ
ま
り
満
足
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
既
存
の

キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
理
論
や
研
究
は
、
こ
う
い

っ
た
問
題
に
何
も
解
決
策
を
与
え
て
い
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
合
理
的
に
選
択
肢
を
検
討
し
、

可
能
性
を
狭
め
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
職
業
選

択
の
意
思
決
定
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

職
業
選
択
の
意
思
決
定
の
モ
デ
ル
は
、
こ
れ

ま
で
の
線
形
モ
デ
ル
か
ら
、
非
線
形
モ
デ
ル
へ

変
わ
る
べ
き
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
合
理
的

判
断
か
ら
直
観
的
判
断
を
重
視
し
た
も
の
へ
、

一
度
き
り
の
選
択
か
ら
繰
り
返
し
選
択
す
る
こ

と
を
配
慮
し
た
も
の
へ
、
意
思
決
定
に
関
す
る

説
明
責
任
を
弱
め
る
も
の
へ
と
変
わ
る
必
要
が

あ
る
と
主
張
す
る
。

（
２
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

私
は
、
八
つ
の
な
か
で
、「
職
業
心
理
学
の
新

し
い
挑
戦
」
と
い
う
分
科
会
に
参
加
し
た
。
こ

の
分
科
会
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
研
究
に
関
す
る
新

旧
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
話
し
合
わ
れ
た
。
こ
こ
で

の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
、
社
会
構
成
主
義

（social construction

）、
構
築
主
義
や
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（constructionist and 

narrative approaches

）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
既
存
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
、
社
会

的
認
知
を
基
本
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
研
究
を
指
す
。

　

新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
関
す
る
主
な
発
表
と

し
て
次
の
二
つ
が
あ
っ
た
。

●
新
し
い
時
代
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
／
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（R

ichardson 
M
ary S

ue

）
教
授
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
）

●
文
化
に
敏
感
な
キ
ャ
リ
ア
理
論
へ
／
ヤ
ン
グ

（R
ichard Y

oung A
.

）
教
授
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）

　

既
存
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
関
す
る
主
な
発
表
と

し
て
次
の
も
の
が
あ
っ
た
。

●
仕
事
に
関
し
て
予
期
さ
れ
た
変
化
は
起
こ
っ

て
い
な
い
：
実
践
か
ら
の
含
意
／
サ
ン
プ
ソ
ン

キ
ャ
リ
ア
研
究
の
潮
流

―
―

国
際
教
育
・
職
業
指
導
協
会
国
際
大
会
へ
の
参
加
か
ら―

―

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

榧
野　

潤
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（Jim
 S
am
pson

）教
授（
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
学
）

　

新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
立
場
に
立
つ
研
究
者

は
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
研
究
が
、
文
化
や

地
域
性
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
考
慮
し
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
西
洋
文
化

を
前
提
と
し
た
研
究
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
で
き
な
い
と
批
判
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、

既
存
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
立
場
に
立
つ
研
究
者
は
、

新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
理
論
先
行
で
あ
り
、
実

践
的
側
面
が
弱
い
こ
と
を
指
摘
し
、
既
存
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
よ
り
も
、
よ
り
効
果
的
な
実
践
を
示

し
て
、
初
め
て
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
シ
フ
ト
が
起
こ

る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
対
立
は
、
こ
の

分
科
会
に
限
ら
ず
、
他
の
分
科
会
で
も
同
様
に

見
ら
れ
た
。
社
会
的
認
知
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
研

究
は
、
個
人
の
主
観
の
プ
ロ
セ
ス
を
扱
っ
て
お

り
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
普
遍
性
を
見
出
そ
う
と

す
る
。
そ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
個
人
の
背
景

に
あ
る
文
化
や
地
域
性
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
軽
視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
強
調

し
た
理
論
展
開
を
す
る
が
、
事
例
研
究
を
中
心

と
し
た
質
的
研
究
が
中
心
と
な
り
、
実
証
性
が

弱
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。

２ 

．
国
際
教
育
・
職
業
指
導
協
会

の
国
際
大
会

（
２
）
国
際
大
会
の
テ
ー
マ

　

今
回
の
国
際
大
会
の
テ
ー
マ
は
、｢

ガ
イ
ダ

ン
ス
に
お
け
る
多
様
性
（D

iversity in 
R
elation to G

uidance

）｣

で
あ
る
。
ジ
ェ
ン

シ
ュ
ケ
（B

ernhard Jenschke

）
会
長
は
、

大
会
発
表
論
文
集
の
冒
頭
で
、
こ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
ニ
ー
ズ
が
、
経
済
や
社
会
生
活
を
動
か

す
重
要
な
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。
文
化
、
経

済
、
社
会
な
ど
の
発
展
に
お
け
る
様
々
な
段
階

に
お
い
て
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

多
様
性
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

（
３
）
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

国
際
大
会
の
初
日
と
二
日
目
に
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
タ
イ
ト
ル

と
チ
ェ
ア
を
紹
介
す
る
。

●
初
日
：
学
校
と
仕
事
に
お
け
る
幸
福
感
／          

レ
ン
ト
（R
obert W

. L
ent

）
教
授
（
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
大
学
）

●
二
日
目
：
①
ガ
イ
ダ
ン
ス
理
論
の
発
達
に
お

け
る
多
様
性
と
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
／
パ
ッ
ト

ン
（W

endy P
atton

）
教
授
（
ク
ィ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
工
科
大
学
）

②
国
際
的
な
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
多
様
性
／
グ

イ
シ
ャ
ー
ド
（Jean G

uichard

）
教
授
（
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）

　

初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
レ
ン
ト
教
授
の

社
会
・
認
知
的
キ
ャ
リ
ア
理
論
（S

ocial 
C
ognitive C

areer T
heory

）
を
、
二
日
目

の
①
は
、
構
築
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
同
日
の

②
は
、
自
己
理
論
を
、
そ
れ
ぞ
れ
中
心
と
し
た

研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

社
会
・
認
知
的
キ
ャ
リ
ア
理
論
は
、
進
路
選

択
に
関
わ
る
主
観
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
モ
デ
ル
化

し
た
も
の
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
研
究
に
お
け
る

代
表
的
な
社
会
的
認
知
の
研
究
で
あ
る
。
多
様

性
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
社
会
や
文
化

な
ど
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
そ
の
認
知
プ
ロ
セ
ス

に
影
響
を
及
ぼ
す
変
数
と
し
て
取
り
込
む
こ
と

に
よ
り
、
対
応
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

れ
は
、
国
際
学
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
か

ら
の
批
判
に
答
え
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

５
．
キ
ャ
リ
ア
研
究
の
方
向
性

　

国
際
大
会
、
そ
れ
に
先
立
つ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
ふ
り
返
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
研
究
の
理
論
と
し

て
、
社
会
的
認
知
か
ら
の
既
存
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

と
社
会
構
成
主
義
や
構
築
主
義
か
ら
の
新
し
い

パ
ラ
ダ
イ
ム
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
並
行
し
て
存
在
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
共
通
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
に
個

人
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
／
開
発
に
効
果
的
に
働
く

概
念
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
社

会
・
認
知
的
キ
ャ
リ
ア
理
論
な
ら
ば
、
職
業
興

味
や
自
己
効
力
感
と
い
っ
た
構
成
概
念
で
あ
り
、

構
築
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ら
ば
、
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
概
念
が
代
表
的
で
あ
る
。

　

私
は
、
両
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
を
、
そ
の
概

念
が
、
個
人
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
で
働
く
の
か
、

あ
る
い
は
求
職
者
と
求
人
者
と
い
っ
た
個
人
間

の
プ
ロ
セ
ス
で
働
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
現
実
の

職
業
構
造
や
職
場
環
境
に
お
い
て
、
個
人
が
そ

れ
ら
の
概
念
を
活
用
し
、
機
能
的
に
な
る
＝
自

分
の
能
力
を
発
揮
し
た
り
、
働
き
が
い
を
持
つ

こ
と
で
あ
り
、
理
論
上
の
検
討
も
そ
う
い
う
実

践
的
な
視
点
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
際
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
で

は
、
個
人
間
で
概
念
が
活
用
さ
れ
る
過
程
と
は
、

言
語
に
よ
る
や
り
と
り

4

4

4

4

の
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
よ
っ
て
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
は
、
そ

の
や
り
と
り

4

4

4

4

を
研
究
す
る
方
法
論
が
必
要
に
な

る
と
言
え
よ
う
。


